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令和４年 ９月 1日発行

塩 山 東 公 民 館 だ よ り
館長 岩下 洋 TEL
主事 桜井恵子 TEL

大菩薩山塾指導のもと

秋のハイキングのご案内
近くの絶景ハイキング～乾徳山の麓～徳和渓谷へ（紅葉が美しい）

恒例となりました東公民館のハイキング、新型コロナ禍のため、感染の少ない、意外と
行ったことのない近くの絶景地「乾徳山の麓・徳和渓谷」としました。秋晴れの空のもと、
紅葉に巡り会えるかもしれません。

１ 実施日 ：令和４年１０月２９日（土）午前８時３０分受付・出発（塩山東公民館）
雨天中止

２ ルート ： 東公民館出発→ 徳和→３０分 乾徳山登山口
→１５分 夢窓の滝→５分 長尾の滝→３０分
｛荒神の滝→白虎の滝→ 竜神の滝５分→柳滝｝
→１５分 愛染の滝→４分→林道→４５分
徳和→東公民館着

（車に分乗し到着後は、歩いて往復３時間前後です）
３ 集合場所： 東公民館
４ 参加費 ： ５００円／１名 傷害保険等
５ 持ち物 ： 昼食 飲み物
６ 服 装 ： 紅葉の時期ですので防寒対策をお願いします。

ハイキングまたはトレッキングシューズ
７ 申込先 ： 10月 15日までに 東公民館主事 桜井恵子

（午前 9時～午後 5時にお願いします）
TEL

(又は、館長 )
先約１５名様まで、参加者には詳細を追って連絡します。

観光案内図 →

下於曽東延寿会主催の朝顔競作展は中止となりました
下於曽東区後援・東公民館後援

新型コロナウイルスの蔓延で２年間、開催が出来なかった塩山下於曽東区の老人クラブの方達の朝顔
競作展が、オミクロン株ＢＡ．５が山梨県に蔓延してきた為、３年目も中止としなければならなくなり
ました。リスクが高いクラブの方達の大事をとっての判断です。丹精込めた美しい朝顔たちは、それぞ
れの家庭で楽しむことになりました。

日時 令和 4年 8月 8日（月曜日） 会場 塩山下於曽 於曽公園内 藤棚の下
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茶道入門教室が開催されました！

７月２６日（火）に東公民館初
めての茶道入門教室が実施されま
した。
東公民館入り口には宗全籠にむ

くげの花等が生けられ、ホワイト
ボードには恵林寺館長さんの書
「日々是好日」を掲げ、傍らには、

花入れに軽茅などが生けらて雰囲
かるかや

気を出しました。
そして、扇子の扱い方，薄茶の

頂き方、夏用の干菓子やお饅頭を
黒文字を扱って食べる作法等、基
礎的なお茶の頂き方を 1 服のみな
らず３服、４服と頂きました。
この後、薄茶の立て方に話が移
り、茶筅の種類や価格までも教え
て頂き、茶道の入り口で会話が弾
み興味が尽きなくなり、次回の開
催を希望する声もあがりました。

俳句教室（塩寿会 ） の皆様の作品

明 植 癒 薔 競 薔 藁 傘 久 走
る 田 さ 薇 ひ 薇 ば の 水 り
く 風 れ 垣 合 風 ら か 満 梅
て う し の ふ 呂 の げ ち 雨
太 か バ 色 薔 の 香 名 て 雉
き が ラ 鮮 薇 色 り 残 植 鳩
雨 い を や に も た を 田 の
降 歩 浮 か 付 は だ 惜 映 声
る き か な け じ よ し ゆ 郷
青 の べ 昼 た け う む る の
田 鷲 て 下 る る 坂 梅 逆 空
か 一 露 が 名 旅 の 雨 さ
な 羽 天 り 札 の 町 の 富

風 か 宿 駅 士
呂 な

三 小 中 広 吉 河 小 内 沢 常
枝 池 村 瀬 田 村 沢 田 登 泉

ひ
茂 幸 操 仲 功 さ 一 朗 昌 仁
男 子 子 子 子 恵 子 弘 志




